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大
学
審
議
会
法
案
と
臨
教
審
「
大
学
改
革
」

「
大
学
審
議
会
」
の
設
置
を
許

せ
ば
、
大
学
の
自
治
と
学
問
の

自
由
は
根
本
か
ら
侵
害
さ
れ
る

危
険
が
き
わ
め
て
大
き
い
。

一、

は
じ
め
に

臨
時
教
育
審
議
会
の
め
ざ
す
「
第
三
の
教
育
改
革
」
の
要
と

し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
の
が
「
大
学
改
革
」
「
高
等
教
育

改
革
」
で
あ
る
。
政
府
は
先
の
通
常
国
会
に
、
臨
教
審
第
二
次

答
申
（
一
九
八
六
年
四
月
）
に
基
づ
く
「
大
学
審
議
会
設
置
法
案
」

を
提
出
し
、
継
続
審
議
扱
い
と
し
て
、
七
月
召
集
の
臨
時
国
会

に
お
い
て
乙
れ
を
成
立
さ
せ
よ
う
と
狙
っ
て
い
る
。
乙
の
「
大

学
審
議
会
」
乙
そ
は
臨
教
審
「
大
学
改
革
」
を
推
進
す
る
た
め

の
最
大
の
制
度
的
保
障
で
あ
り
、
乙
れ
が
設
置
さ
れ
る
な
ら
ば
、

大
学
の
自
治
と
学
問
の
自
由
は
根
本
か
ら
侵
害
さ
れ
る
危
険
が

き
わ
め
て
大
き
い
。
以
下
、
「
大
学
審
議
会
設
置
法
案
」
の
問

糟

谷

憲

－畠

題
点
と
臨
教
審
「
大
学
改
革
」
の
め
ざ
す
方
向
に
つ
い
て
述
べ
、

そ
の
危
険
性
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

一一、

「
大
学
審
議
会
設
置
法
案
」

の
問
題
点

「
大
学
審
議
会
設
置
法
案
」
の
正
式
名
称
は
「
学
校
教
育
法
・

及
び
私
立
学
校
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」
で
あ
る
。
そ

の
内
容
は
、
現
在
設
置
さ
れ
て
い
る
「
大
学
設
置
審
議
会
」
「
私

立
大
学
審
議
会
」
を
廃
止
し
て
「
大
学
審
議
会
」
「
大
学
設
置
・

学
校
法
人
審
議
会
」
を
置
く
と
し
、
両
審
議
会
の
権
限
・
構
成

に
つ
い
て
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
現
行
の
「
大
学
設
置
審
議

会
」
の
管
轄
事
項
の
う
ち
、
設
置
認
可
事
務
の
み
が
「
大
学
設
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霞
・
学
校
法
人
審
議
会
」
に
移
さ
れ
、
残
り
の
事
項
に
臨
教
審

第
二
次
答
申
に
示
さ
れ
た
新
し
い
事
項
を
加
え
た
も
の
が
「
大

学
審
議
会
」
の
管
轄
事
項
と
な
る
。
す
な
わ
ち
単
な
る
審
議
会

の
再
編
統
合
で
は
な
く
、
強
大
な
権
限
を
も
っ
「
大
学
審
議
会
」

の
新
設
に
法
案
の
最
大
の
狙
い
が
あ
る
。

ー
、
管
轄
事
項
の
包
括
性
、
無
限
定
性

大
学
審
議
会
の
管
轄
事
項
は
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

ω大
学
の
設
置
基
準
に
関
す
る
事
項
（
六
O
条）

ω学
位
に
関
す
る
事
項
（
六
八
条
）

ω大
学
に
関
す
る
基
本
的
事
項
（
六
九
条
の
三
）

こ
の
う
ち
最
も
問
題
に
な
る
の
が

ωで
あ
る
。
何
が
「
基
本

的
事
項
」
で
あ
る
の
か
は
法
案
上
に
は
明
文
が
な
い
。
し
か
し

臨
教
審
第
二
次
答
申
は
大
学
審
議
会
の
扱
う
事
項
を
次
の
よ
う

に
具
体
的
に
列
挙
し
て
お
り
、
政
府
が
「
基
本
的
事
項
」
の
内

容
を
い
か
な
る
も
の
と
し
て
運
用
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
は
容

易
に
知
る
乙
と
が
で
き
る
。

①
大
学
に
関
す
る
調
査
研
究

②
大
学
に
関
す
る
必
要
な
情
報
の
収
集
や
提
供

③
大
学
制
度
の
基
本
に
関
す
る
事
項

④
大
学
の
計
画
的
整
備
と
見
直
し

⑤
専
門
分
野
に
応
じ
た
人
材
の
養
成
計
画

⑥
大
学
教
育
の
内
容
、
方
法
等
の
検
討

⑦
大
学
評
価
シ
ス
テ
ム
の
開
発

乙
れ
に
よ
れ
ば
、
「
基
本
的
事
項
」
に
は
大
学
制
度
、
教
員

の
権
利
と
地
位
、
教
育
・
研
究
の
体
制
と
内
容
な
ど
、
大
学
に

関
す
る
あ
ら
ゆ
る
事
項
が
含
ま
れ
う
る
。
乙
の
よ
う
な
包
括
的

無
限
定
的
な
管
轄
事
項
を
も
っ
大
学
審
議
会
が
設
置
さ
れ
る
な

ら
ば
、
大
学
の
管
理
運
営
・
教
育
・
研
究
の
自
主
性
を
保
障
す

る
た
め
の
「
大
学
の
自
治
」
が
著
し
く
侵
害
さ
れ
る
乙
と
は
必

歪
で
あ
る
。

2
、
勧
告
権
の
付
与

法
案
は
、
大
学
審
議
会
は
そ
の
管
轄
事
項
に
関
し
て
「
必
要

が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
文
部
大
臣
に
勧
告
す
る
乙
と
が
で

き
る
」
（
六
九
条
三
の
三
項
）
と
し
て
い
る
。
勧
告
は
、
勧
告
を

受
け
た
者
が
必
ず
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
は
な
い
け

れ
ど
も
、
勧
告
を
尊
重
し
て
行
政
措
置
を
取
る
べ
き
も
の
で
あ

り
、
勧
告
を
も
と
に
し
た
行
政
措
置
は
適
法
性
を
帯
び
る
乙
と

に
な
る
。
大
学
審
議
会
は
臨
教
審
答
申
実
施
の
た
め
に
設
置
さ

れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
審
議
会
が
勧
告
し
た
な
ら
ば
、
文
部

省
が
乙
れ
に
遭
わ
な
い
乙
と
は
ま
ず
あ
り
え
ず
、
む
し
ろ
勧
告

を
「
錦
の
御
旗
」
に
し
て
大
学
に
行
政
措
置
を
押
し
つ
け
て
く

る
で
あ
ろ
う
乙
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
の
と
き
、
大
学
が
「
大
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学
の
自
治
」
を
拠
り
ど
乙
ろ
に
文
部
省
の
不
当
な
干
渉
を
斥
け

る
乙
と
は
著
し
く
困
難
と
な
ろ
う
。

3
、
官
界
・
財
界
中
心
の
構
成

審
議
会
の
構
成
に
つ
い
て
、
法
案
は
「
h
八
払

T
U
時
レ
配
や
か

っ
高
い
識
見
を
有
す
る
者
の
う
ち
か
ら
、
文
部
大
臣
が
内
閣
の

承
認
を
経
て
任
命
す
る
こ
十
人
以
内
の
委
員
で
組
織
す
る
」

〈
六
九
条
三
の
四
項
）
と
し
て
い
る
。

委
員
の
選
出
は
文
部
大
臣
の
裁
量
に
ま
っ
た
く
委
ね
ら
れ
て

い
る
。
か
つ
て
の
諸
種
の
大
学
管
理
法
案
は
、
大
学
や
学
術
会

議
（
公
選
制
時
代
）
か
ら
選
出
さ
れ
た
者
を
委
員
に
含
め
て
い

た
が
、
同
じ
よ
う
に
大
学
の
国
家
統
制
を
企
て
る
法
案
で
あ
り

な
が
ら
、
今
回
の
法
案
は
委
員
を
す
べ
て
任
命
制
に
し
て
い
る
。

仮
に
委
員
の
中
に
多
く
の
大
学
関
係
者
が
加
わ
っ
た
と
し
て

も
、
そ
れ
は
い
か
な
る
意
味
で
も
「
大
学
代
表
」
で
は
あ
り
え

な
い
。
ま
た
国
会
の
承
認
さ
え
不
要
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
か

ら
、
大
学
審
議
会
を
国
民
の
代
表
が
制
度
的
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る

と
乙
ろ
は
ど
乙
に
も
な
い
乙
と
に
な
る
。

文
部
省
は
す
で
に
第
二
次
答
申
後
、
大
学
審
議
会
へ
の
移
行

を
予
定
し
て
、
文
部
大
臣
の
私
的
諮
問
機
関
と
し
て
「
大
学
改

革
協
議
会
」
を
設
置
し
た
が
、
そ
の
委
員
の
多
数
は
財
界
代
表
、

政
府
機
関
委
員
、
臨
調
・
臨
教
審
委
員
、
知
事
な
ど
で
あ
る
。

大
学
審
議
会
の
委
員
の
多
く
も
ま
た
財
界
代
表
・
高
級
官
僚
経

験
者
、
臨
調
・
臨
教
審
委
員
な
ど
で
占
め
ら
れ
る
可
能
性
は
き

わ
め
て
大
で
あ
り
、
大
学
審
議
会
が
政
府
や
財
界
の
思
い
の
ま

ま
に
大
学
を
支
配
・
統
制
す
る
た
め
の
機
関
と
な
る
と
と
は
必

歪
で
あ
る
。

一一一、

臨
教
審
「
大
学
改
革
」

の
め
ざ
す
方
向

大
学
に
入
学
し
、
高
等
教
育
を
受
け
る
国
民
は
増
大
し
つ
つ

あ
り
、
国
民
の
高
等
教
育
に
対
す
る
要
求
は
強
ま
っ
て
い
る
。

乙
の
要
求
に
応
え
る
た
め
に
は
、
教
育
・
研
究
条
件
の
充
実
、

教
育
内
容
の
改
善
、
大
学
の
格
差
（
国
公
私
立
大
学
問
、
国
立
に

お
け
る
旧
七
帝
大
系
と
地
方
大
学
と
の
問
、
地
域
聞
の
格
差
）
の
是

正
が
は
か
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
乙
の
よ
う
な
改
革
は
、

教
育
・
研
究
の
現
場
に
働
き
学
ぶ
大
学
の
全
構
成
員
（
教
員
・
職

員
・
学
生
・
大
学
院
生
〉
の
要
求
と
意
思
を
集
約
し
、
大
学
の
自

治
と
学
問
の
自
由
を
擁
護
発
展
さ
せ
る
立
場
か
ら
自
主
的
に
推

進
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
大
学
人
は
た
と
え
そ
の
力
量

が
な
お
不
十
分
で
は
あ
る
と
は
い
え
、
乙
う
し
た
自
主
的
民
主

的
改
革
の
実
現
の
た
め
に
努
力
を
重
ね
て
き
た
。
臨
教
審
の
め

ざ
す
「
大
学
改
革
」
は
、
自
主
的
民
主
的
改
革
の
動
き
と
は
ま

っ
た
く
対
立
し
、
大
学
K
対
す
る
国
家
統
制
・
官
僚
統
制
を
強

め
て
大
学
の
自
治
と
学
問
の
自
由
を
根
幹
か
ら
侵
害
し
、
大
学



と
学
聞
を
国
民
全
体
の
利
益
の
た
め
に
発
展
さ
せ
る
の
で
は
な

く
、
政
府
・
財
界
な
ど
特
定
の
勢
力
に
奉
仕
さ
せ
、
い
び
つ
に

査
ん
だ
も
の
に
変
質
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
し
か
な
い
。
以

下
‘
臨
教
審
「
大
学
改
革
」
の
め
ざ
す
方
向
の
あ
ら
ま
し
に
つ

い
て
説
明
し
た
い
。

ー
、
公
財
政
支
出
は
重
点
的
効
率
的
に
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臨
教
審
第
三
次
答
申
は
、
大
学
に
対
す
る
公
財
政
支
出
の
少

な
さ
を
認
め
な
が
ら
も
、
公
財
政
の
重
点
的
効
率
的
支
出
の
必

要
（
し
た
が
っ
て
全
体
と
し
て
は
公
財
政
支
出
の
縮
小
削
減
に
つ
な
が

る
）
を
う
た
っ
て
い
る
。

重
点
的
支
出
の
対
象
は
①
「
基
礎
的
・
独
創
的
・
学
際
的
な
」

学
術
研
究
、
②
国
際
化
、
＠
大
学
院
の
充
実
と
活
性
化
に
関
す

る
も
の
で
あ
る
。
乙
れ
は
先
端
技
術
開
発
の
主
な
担
い
手
と
位

置
づ
け
ら
れ
る
旧
七
帝
大
や
東
京
工
大
な
ど
の
特
定
大
規
模
大

学
（
そ
の
中
で
も
文
科
系
な
ど
は
除
か
れ
る
）
に
資
金
を
重
点

的
に
配
布
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
①
に
基
礎
研
究
の
重

視
を
う
た
っ
て
い
る
が
、
文
部
省
の
言
う
「
重
要
基
礎
研
究
」

と
は
「
加
速
器
科
学
、
核
融
合
研
究
、
宇
宙
科
学
、
地
球
科
学
、

生
命
科
学
、
材
料
科
学
等
」
で
あ
り
、
先
端
技
術
開
発
と
結
び

つ
い
て
い
た
学
問
分
野
の
乙
と
で
あ
る
。
乙
れ
ら
の
学
問
分
野

に
の
み
財
政
支
出
が
重
点
的
に
行
な
わ
れ
る
乙
と
は
、
学
問
の
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発
展
を
き
わ
め
て
い
び
つ
な
も
の
に
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
。
大
学

院
の
充
実
も
国
立
大
学
共
同
利
用
機
関
を
母
体
に
設
置
さ
れ
る

総
合
研
究
大
学
院
大
学
や
東
京
大
学
の
大
学
院
重
点
大
学
化
構

想
な
ど
、
先
端
技
術
開
発
中
心
・
特
定
大
学
中
心
で
あ
る
。
国

際
学
術
交
流
等
も
特
定
大
学
中
心
の
も
の
と
な
る
乙
と
は
過
去

の
実
状
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
取
残
さ
れ
る
分
野
や
多
数
の
大
学
は
ど
う
な
る
の

で
あ
ろ
う
か
。
臨
教
審
は
「
資
金
の
多
元
的
導
入
」
を
勧
め
、

寄
付
金
受
入
れ
、
自
己
基
金
の
設
定
、
附
置
財
団
の
設
立
、
国

立
大
学
資
産
の
開
放
利
用
、
土
地
信
託
を
挙
げ
て
い
る
。
要
す

る
に
公
財
政
か
ら
は
あ
ま
り
面
倒
を
み
な
い
か
ら
、
資
金
を
自

分
で
稼
げ
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
大
学
の
公
共
的
性
格
を

考
え
れ
ば
、
国
公
私
立
を
問
わ
ず
基
本
的
に
公
財
政
支
出
に
よ

り
、
そ
の
充
実
を
は
か
る
べ
き
で
あ
る
の
に
、
政
府
は
そ
の
責

任
を
放
棄
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
乙
の
結
果
、
国
立
大
学

は
財
政
面
か
ら
事
実
上
「
民
営
化
」
す
る
乙
と
に
な
る
し
、
財

政
難
に
よ
り
大
学
の
教
育
・
研
究
条
件
は
悪
化
し
、
大
学
問
の

格
差
は
ま
す
ま
す
拡
大
す
る
で
あ
ろ
う
。

2
、
管
理
運
営

l
l学
長
専
決
体
制

大
学
の
管
理
運
営
に
関
し
て
は
、
学
長
中
心
の
執
行
部
の
指

導
下
に
評
議
会
が
意
思
決
定
し
、
各
学
部
の
教
授
会
の
権
限
は
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教
学
事
項
に
の
み
限
定
し
よ
う
と
い
う
の
が
臨
教
審
の
構
想
で

あ
る
。
学
長
の
権
限
を
強
化
し
、
文
部
省
派
遣
の
事
務
局
上
層

官
僚
と
一
体
と
な
り
、
大
学
が
文
部
省
の
意
図
ど
お
り
に
動
く

た
め
の
学
長
専
決
体
制
づ
く
り
で
あ
る
。
ま
た
学
外
の
政
界
・

官
界
・
財
界
代
表
か
ら
な
る
「
参
与
会
」
を
設
置
し
て
、
そ
の

意
思
を
大
学
に
反
映
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。

他
方
、
若
手
教
員
を
中
心
に
任
期
制
、
契
約
任
用
制
の
導
入

を
う
た
い
、
学
問
の
自
由
を
支
え
る
た
め
の
「
教
員
の
身
分
保

障
」
さ
え
奪
お
う
と
し
て
い
る
。

3 

「
産
官
軍
学
協
同
」
体
制
の
推
進

先
端
技
術
開
発
と
つ
な
が
る
分
野
を
中
心
に
大
学
を
再
編
す

る
乙
と
は
、
大
学
と
特
定
大
企
業
、
国
立
研
究
機
関
、
さ
ら
に

は
自
衛
隊
や
ア
メ
リ
カ
軍
と
の
連
携
の
強
化
、
す
な
わ
ち
、
「
産

官
軍
学
協
同
」
体
制

e
つ
く
り
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。
す
で
に
共

同
研
究
推
進
の
た
め
の
学
内
規
程
の
整
備
、
寄
附
講
座
設
置
の

動
き
が
進
ん
で
い
る
。
「
重
要
基
礎
研
究
」
の
推
進
や
「
大
学

院
の
充
実
」
も
乙
の
体
制
づ
く
り
の
一
環
で
あ
る
し
、
大
学
に

所
在
す
る
学
術
情
報
を
図
書
館
の
電
算
機
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結

合
す
る
「
学
術
情
報
シ
ス
テ
ム
」
の
整
備
に
も
同
様
の
役
割
を

担
う
面
が
あ
る
。
こ
う
し
た
「
産
官
軍
学
協
同
」
体
制
づ
く
り

は
、
大
学
や
学
問
研
究
を
特
定
大
企
業
・
資
本
の
当
面
の
利
害

に
の
み
従
属
さ
せ
た
り
、
軍
事
研
究
に
動
員
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
り
、
憲
法
・
教
育
基
本
法
の
原
則
に
の
っ
と
っ
た
大
学

や
学
問
研
究
の
自
主
的
・
平
和
的
・
民
主
的
発
展
の
方
向
と
ま

っ
た
く
対
立
す
る
も
の
で
あ
る
。

4
、
そ
の
他

紙
幅
の
制
限
に
よ
り
詳
し
く
紹
介
で
き
な
い
が
、
「
高
等
教

育
の
多
様
化
・
個
性
化
」
の
名
に
よ
る
大
学
の
教
育
・
研
究
条

件
の
切
下
げ
や
教
育
内
容
の
貧
弱
化
、
設
置
形
態
変
更
の
検
討

（
国
立
大
学
を
特
殊
法
人
・
学
校
法
人
民
変
え
る
）
が
構
想
さ
れ
て

い
る
。
乙
れ
ら
は
総
じ
て
、
充
実
し
た
高
等
教
育
を
受
け
た
い

と
顕
う
国
民
の
要
求
に
逆
行
し
、
高
等
教
育
の
条
件
整
備
を
は

か
る
べ
き
政
府
の
責
在
を
放
棄
す
る
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
私

た
ち
は
こ
う
し
た
臨
教
審
の
構
想
へ
の
批
判
を
強
め
る
と
と
も

に
、
あ
く
ま
で
大
学
の
自
主
的
民
主
的
改
革
の
実
現
を
図
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
か
す
ゃ
け
ん
い
ち
H
新
潟
大
学
人
文
学
部
・
日
本
科
学
者
会
議
新

潟
支
部
事
務
局
長
）


